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(1) 学習場面に応じたＩＣＴ活用の分類例 

 授業において１人１台端末等のＩＣＴを活用することは、児童生徒の学びの質を高める

とともに、今日的に求められる情報活用能力の育成につながります。 

 文部科学省の「学びのイノベーション事業」実践報告書では、学習場面に応じたＩＣＴ

活用の分類例を次のとおり示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習指導に当たっては、「一斉指導による学び（一斉学習）」「児童生徒一人一人の能力や

特性に応じた学び（個別学習）」「児童生徒同士が教え合い学び合う協働的な学び（協働学

習）」のそれぞれにおいて、ＩＣＴを積極的に活用することが大切です。 

 

(2) 「１人１台端末・高速通信環境」を生かした学びの変容 

 ＧＩＧＡスクール構想の下で整備されたＩＣＴ環境の活用に当たっては、１人１台端末と高

速通信環境を生かした学びの変容を段階的に捉えることも大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの段階のうち、まずはステップ１に示されている“すぐにでも”“どの教科でも”“誰

でも”生かせる１人１台端末の活用に積極的に取り組み、１人１台端末やクラウドサービスの

基本的な機能や操作方法について理解を深めるとともに、児童生徒がＩＣＴを活用する有用性

を実感することが大切です。 

７ ＩＣＴを活用した学習指導 

「ＧＩＧＡスクール構想について」（文部科学省）より 

「学びのイノベーション事業」実践研究報告書（文部科学省） 
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(3) “すぐにでも”“どの教科でも”“誰でも”生かせる１人１台端末の活用 

１人１台端末等のＩＣＴは特定の教科等のみでの活用にとどまらず、日常的に活用すること

が大切です。次に示す、“すぐにでも”“どの教科でも”“誰でも”生かせる１人１台端末の活用

例などを参考に、各教科等の指導にＩＣＴ活用を適切に位置付けてください。 

文部科学省 ＳｔｕＤＸ Ｓｔｙｌｅ Ｗｅｂページに掲載されている事例 

いろいろな意見を出し合って 

互いの考えを深めたり広めたりしよう 
■校種・学年 

小学校以上 

■活用の概要 

 学習の課題に沿っていろいろな考えを出し合い、共有す

る場面である。 

 自分の考えを友達に伝える場面では、自分の考えを拡大

したり、書き込んだりしながら説明する姿もあった。 

 児童生徒が書き込んでいる様子を、デジタルホワイトボー

ドで共有することで、なかなか自分の考えが進まない児童生

徒も、友達の考えをヒントに集中して取り組むことができた

ようだ。 

 友達の考えに互いに触れる中で、考えを深めたり広げた

りすることにつなげたい。 

 

 

 

 

振り返り活動で相互参照 
■校種・学年 

 小学校以上 

■活用の概要 

 様々な教科等で実践されている「振り返り活動」を、表

計算ソフトの共同編集機能を活用して行う。 

 児童生徒それぞれが個人のセルに入力しながらクラスメ

イトの記述を見られるので、学習内容を確認したり、自分

の記述と比較したりできる。そうすることで、学びがより

定着したり、深く思考したりすることにつながる。 

 また、教師は全員の記述を瞬時に把握できるメリットが

あり、即座にフィードバックができるなど、指導や学習の

改善に活かせる。 

 汎用的な活用方法なので、共同編集機能やクラウド活用

のイメージをつかみやすい事例である。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文部科学省 ＳｔｕＤＸ Ｓｔｙｌｅ Ｗｅｂページより 
ＵＲＬ：https://www.mext.go.jp/studxstyle/ 

 

(4) 北海道教育委員会によるＩＣＴ活用の充実に向けた取組 

道教委では、Ｗｅｂページ上に「ＩＣＴ活用ポータルサイト」を開設し、「ＩＣＴ活用授業モ

デル」などの、ＩＣＴを活用した授業を実施する上で参考となる情報を掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

道教委ＩＣＴ活用ポータルサイト 

ＵＲＬ：https://www.dokyoi.pref.hokkaido. 

lg.jp/hk/ict/ict-portalsite.html 

これまでも振り返り活動は実践され

てきたが、どんな記述があるかを児童

生徒同士が知ろうと思うと、交流する

まで分からない場合もあった。 

共同編集機能を活用することで、記

述の途中も共有できるので、児童生徒

にとって学びの助けになる。 

記述による振り返りだけでなく、自己

評価をＡ・Ｂ・Ｃなどの３段階で選択で

きるように設定することも可能なので、

タイピングの習得が十分でない段階で

も取り組むことができる。 

ＩＣＴ活用ポータルサイトには、ＩＣＴ

活用授業モデルのほか、ＩＣＴを活用した

授業の映像やＩＣＴ活用に関するオンラ

インの研修プログラム、道内外の好事例な

ど、学校でＩＣＴを活用する際に参考とな

る資料を幅広く掲載しているので、授業づ

くりや自己研修などで積極的に活用して

ください。 

 

デジタルホワイトボードに教科書の図
を貼り付けたワークシートを一人一
人に配付しておく。今回は、他の児童
生徒のワークシートも見ることがで
きるようにした。 
始めは線の手書き入力くらいだった

が、慣れてくると付箋に短い説明を入
力することができるようになった。説
明が追加されることで見た児童生徒も
考えを理解しやすくなった。 

教師用端末でデジタルホワイトボ
ードをスクリーンに投影し、クラス全
体に考えを説明している場面である。
聞いている児童生徒は、自分の考えが
深まったり広がったりした。 
 

自分が考えた解決方法のうち、一番伝

えたいものを拡大して書き加えながら隣

の児童生徒に説明している様子である。 

隣の児童生徒の表情や考えの変化にも

注目したい。 
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学校図書館には、児童生徒の読書活動や児童生徒への読書指導の場である「読書センター」、

児童生徒の学習活動を支援したり、授業の内容を豊かにしてその理解を深めたりする「学習

センター」、児童生徒の情報の収集・選択・活用能力を育成する「情報センター」としての機

能を有しており、これらのことによって、学校の教育課程の展開に寄与し、児童生徒の健全

な教養を育成する施設です。 

これからの学校図書館には、主体的・対話的で深い学びを効果的に進める基盤としての役

割が期待されています。例えば、児童生徒がグループ別の調べ学習等において、課題の発見・

解決に向けて必要な資料・情報の活用を通じた学習活動を行うことができるよう、図書館資

料等の充実や、学習しやすい机の配置などが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 主体的・対話的で深い学びを効果的に進める基盤としての学校図書館 

各種指導計画等に基づき、各教科
等の授業で、児童生徒の主体的・意
欲的な学習活動を展開します。 

教員の授業づくりや教材
準備に利用される場でもあ
ります。 

児童生徒の興味・関心等に応じ
て、自発的・主体的に、落ち着い
て読書できる環境です。 

「読書センター」として 「学習センター」として 「情報センター」として 

学校図書館の機能 

６ 
経済・ 

交通 

５ 
くらし 

４ 
科学・ 
算数 

３ 
世の中 
の仕組 
み 

２ 
歴史や 

伝記 

１ 
哲学 

０ 
百科事典 

９ 
詩・短歌・俳句 

学年別 調べ学習コーナー 

1 年 

８ 
ことば 

シリーズ

コーナー 

作家別読み物 

（外国） 
作
家
別
読
み
物 

作
家
別
絵
本 

民話・昔話 

2 年 3 年 4 年 

大型絵本 

作
家
別
絵
本 

カルタ・パズルなど 

カーペット

スペース 

７ 
図工・音楽 

体育・あそ

び 

９ 
作家別コーナー（読み物） 

 

入口 

カウンター 

 5 年 6 年 

郷土資料コーナー 

司書教諭 
学校図書館運営に関する総括の役割で

す。学校図書館を活用した教育活動の企画
や授業における他の教員への助言などの役
割があります。 

学校司書 
学校図書館の運営に関わる専門的・技

術的職務に従事します。例えば、図書の
整理や貸出業務などのほか、教科等で使
用する資料づくりの支援などの役割が
あります。 

校長 
学校図書館の

館⾧としての役
割を担っていま
す。 
 

図書館資料 
市町村立図書館と同様に、日本十進

分類法（ＮＤＣ）で分類され、教科を横
断して児童生徒及び教職員が利活用し
やすいようにしています。 

Ａ小学校の 

学校図書館 

学校図書館の運営 

「学校図書館ガイドライン」（文部科学省 平成 28 年 11 月）、「学校図書館全体計
画」に基づき、教職員の連携の下、計画的・組織的に活用されることが大切です。 

ﾌｧｲﾙ資料 
電子ﾒﾃﾞｨｱ 
（DAISY等） 

新 聞 

蔵書検索 
PC 
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るとともに ませる児童生徒に

具体の一例

9
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教育委員会等と連携を図るとともに、地域人材などを活

用しながら
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